
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川市教育委員会 

 

調査結果報告書 



はじめに

旭川市教育委員会では，児童生徒の確かな学力の育成に向け「平成３０年度旭川市

確かな学力育成プラン」を策定し，「授業改善」，「落ち着いた学習環境づくり」及び

「望ましい習慣づくり」の３つの指導のポイントを示して各学校における児童生徒の

実態に応じた取組を進めてまいりました。

このような中，全国学力・学習状況調査に関する実施要領に示されている「調査の

目的」及び「調査結果の取扱いに関する配慮事項」において，自らの教育及び教育施

策の改善，児童生徒の全般的な学習状況の改善等につなげることや，調査結果の公表

に関して，教育委員会や学校が，保護者や地域住民に対して説明責任を果たすことが

重要であるとされていることなどを踏まえ，本調査の結果報告書をまとめました。

本報告書は，昨年度同様，調査結果について，一つ一つの設問や質問項目を詳細に

分析するとともに，児童生徒の実態を把握し，成果や課題を明らかにしました。

また，児童生徒一人一人の学力向上を図ることが大切であるとの考えの下，各学校

の指導や取組の充実に資する「指導の改善策」を本報告書とは別に作成したところで

す。

このため，今年度は，全国学力・学習状況調査に係る資料として，「調査結果報告

書」の１冊，また，結果分析から浮かび上がった課題に対する改善策を示した「指導

の改善策 国語編」，「指導の改善策 算数・数学編」，「指導の改善策 理科編」，「指

導の改善策 学習習慣・生活習慣編」の４冊，さらに，本市児童生徒の実態に応じた

国語や算数・数学，理科の学習プリント等を掲載した「旭川市学力向上学習プリント

集」の合計６冊を作成し，別紙の「平成３０年度全国学力・学習状況調査 調査結果

報告書・指導の改善策・旭川市学力向上学習プリント集」にその内容をまとめました。

各学校において，本報告書等を御活用いただき，「平成３０年度旭川市確かな学力

育成プラン」に基づく自校の取組について分析を行い，教育に関する継続的な検証改

善サイクルを確立していただくよう期待しています。

平成３０年１０月

旭川市教育委員会教育長

赤 岡 昌 弘
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１ 調査の概要

(1) 調査の目的

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を

図るとともに，学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等

に役立てる。さらに，そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改

善サイクルを確立する。

(2) 調査の対象

○ 小学校第６学年及び中学校第３学年の児童生徒

(3) 調査の内容

① 児童生徒に対する調査

ア 教科に関する調査

小学校：国語Ａ・Ｂ，算数Ａ・Ｂ，理科

中学校：国語Ａ・Ｂ，数学Ａ・Ｂ，理科

Ａ問題（主として「知識」に関する問題）

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内

容や，実生活において不可欠であり常に活用できるようになって

いることが望ましい知識・技能など。

Ｂ問題（主として「活用」に関する問題）

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題

解決のための構想を立て実践し評価・改善する力など。

イ 質問紙調査

学習意欲や学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する調査

② 学校に対する質問紙調査

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整

備の状況等に関する調査

(4) 調査日

平成３０年４月１７日（火）

(5) 調査に参加した学校数，児童・生徒数

校 種 学校数 人 数

小学校 ５１校 ２,５１１人

中学校 ２７校 ２,５８９人

※児童・生徒数は，教科に関する調査及び質問紙調査のうち，回収した解答（回答）

用紙が最も多かったもの
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２ 教科に関する調査結果の概要 

(1) 小学校各教科 

 全１９領域のうち，全

ての領域において全道を

上回っており，１０領域

において全国と同等又は

上回っている。 

国語Ａでは「書くこ

と」，「伝統的な言語文化

と国語の特質に関する事

項」，国語Ｂでは「読むこ

と」，算数Ａでは「量と測

定」，「図形」，理科では「生

命」の領域等を得意とし

ている。 

算数Ａでは「数と計

算」，「数量関係」，算数Ｂ

では「数と計算」，「量と

測定」，「数量関係」，理科

では「エネルギー」の領

域を苦手としている。 

＜算数・理科の授業に関わる児童質問紙調査結果＞ 

○算数の授業で問題の解き方や考え方が分か

るようにノートに書いている。 

○理科の授業では，自分の予想をもとに観察や

実験の計画を立てている。 

○「算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか」や，「理科の授業

では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか」の質問項目に肯定的な回答をして

いる児童の割合は，全道や全国と比べて高い傾向がある。 

＜無解答率の状況＞ 

○平成３０年度は，全ての教科で無解

答率が低い。 

○平成３０年度は，平成２８・２９年

度と比較すると，国語，算数の無解

答率が低くなっている。 

●平成３０年度の中で，算数Ｂの無解

答率が若干高くなっている。 

※（本市の各設問の無解答率の平均）÷（全国の各設問の無解答率の平均）×１００で算出 

「５」 

「４」 

「３」 
「５」 

「６」 

「４」 

「２」 

「５」 

「１」 
「１」 

「２」 

「８」 

「３」 

「５」 

「２」 

「４」 

「４」 

「４」 

「６」 

※（本市の平均正答率）÷（全国の平均正答率）×１００で算出 

※「」内の数は，対象問題数（領域等が重複する問題もあります） 

＜全教科領域等別の状況＞ 
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(2) 中学校各教科 

全２０領域のうち，７領

域において全道と同等又

は上回っており，６領域に

おいて全国と同等又は上

回っている。 

国語Ａでは「話すこと・

聞くこと」，「書くこと」，

「伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項」，

理科では「化学的領域」，

「生物的領域」の領域等を

得意としている。 

国語Ｂでは「書くこと」，

「伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項」，

数学Ａでは「数と式」，「資

料の活用」，数学Ｂでは，

「数と式」，「図形」，「資料

の活用」の領域等を苦手と

している。 

＜数学・理科の授業に関わる生徒質問紙調査結果＞ 

○数学の授業で問題の解き方や考え方が分か

るようにノートに書いている。  

○「数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか」や，「理科の授業

では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか」の質問項目に肯定的な回答をして

いる生徒の割合は，全道や全国と比べて高い傾向がある。 

＜無解答率の状況＞ 

○平成３０年度は，国語Ａの無解答率

が低い。 

○理科の無回答率は全国並である。 

●平成３０年度は，平成２８・２９年

度と比較すると，国語Ｂ，数学Ａ・

Ｂで無解答率が高くなっている傾向

がある。 

※（本市の平均正答率）÷（全国の平均正答率）×１００で算出 

※「」内の数は，対象問題数（領域等が重複する問題もあります） 

※（本市の各設問の無解答率の平均）÷（全国の各設問の無解答率の平均）×１００で算出 

○理科の授業では，自分の予想をもとに観察や

実験の計画を立てている。  

「３」 
「４」 

「４」 

「21」 

「３」 

「２」 

「６」 

「１」 

「12」 

「12」 
「８」 「４」 

「４」 

「３」 

「３」 

「４」 

「７」 

「８」 

「６」 

「７」 

＜全教科領域等別の状況＞ 
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(３)  小学校国語Ａ （全１２問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の児童ができている設問 

１  

６ 日常生活で使われている慣用句の意味を理解し，使う【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 

８イウ 

６ 日常生活で使われている慣用句の意味を理解し，使う 

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 

４一 俳句の情景を捉える【読むこと】【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 

 

 

＜正答の条件＞ 

・アに「３ 感動する。」，イに「１ 

オーケストラの演奏をきき，心を打

たれる。」を選択している。 

５ 文の中における主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書く 

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】 

 

 

＜正答の条件＞                       ＜正答例＞ 

・④を選択し，「反省点は」の主語を受けて照応する述語に書き直している。     ・反省点は，用具の手入れをあまりしなかったことです。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・①や③を選択するなど，主語と述語が照応していない文を選択することができない。 

・④を選択するが，「反省点は」の主語を受けて照応する述語に書き直すことができない。 

 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」国語編 Ｐ１１へ 

◆課題のみられた設問 
５ 文の中における主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書く  

７ 相手や場面に応じて適切に敬語を使う【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】  

８オ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う『せっ極的』【伝統的な言語文化と国語の特質に関

する事項】  

 

＜小学校で身に付けさせたい力＞ 

・文章の中の主語と述語との関係

に注意する。（小１，２） 

・書いた文章を読み返し，文章の

間違いを正す。（小３，４） 

＜中学校へのつながり＞ 

・書いた文章を読み返し，表記や

語句の用法などを確かめて，分

かりやすい文章にする。（中１） 

９年間の視点 

正答率 
90.6％ 

正答率 
41.7％ 

 「心を打たれる」という表現の意味アと使い方イに入る内容として，最も適切なものを次の１から４までの中か

らそれぞれひとつ選んで，その番号を書きましょう。 

部と    部との

つながりが合っていない文の番

号を，①から④までの中からひ

とつ選んで書きましょう。 

また，   部はそのままに

して，文の意味が変わらないよ

うに，選んだ文を正しく書き直

しましょう。 

 

イ 

１ オーケストラの演奏をきき，心を打たれる。 

２ 地域の発展のために，長い間，心を打たれる。 

３ 相手に失礼のないように心を打たれる。 

４ 同級生に心を打たれることなく相談する。 

ア 

１ 一つのことに集中する。 

２ 遠りょする。 

３ 感動する。 

４ あれこれと心配する。 

＜無解答率＞ 

・５.５％であり，A 問題の中で最も高い。 
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(４) 小学校国語Ｂ （全８問） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の児童ができている設問 
１一 話合いの参加者として，質問の意図を捉える【話すこと･聞くこと】 

１二 計画的に話し合うために，司会の役割について捉える【話すこと・聞くこと】  

１一 話合いの参加者として，質問の意図を捉える 
【話すこと･聞くこと】 

 

２二 目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書く【書くこと】 

 

 

＜正答の条件＞         ＜多く見られた誤答例＞ 
・３つの条件を満たして解答している。  ・【紹介する文章】と【保健室の先生の話から分かったこと】から必要な内容を取り上げていない。 

◆課題のみられた設問 

１三  

２二 目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書く【書くこと】 

３一 目的に応じて，複数の本や文章などを選んで読む【読むこと】  

３二 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読む【書くこと】【読むこと】  

 
＜小学校で身に付けさせたい力＞ 

・中心を明確にし，目的に応じて

理由や事例を挙げて書く。  

（小３，４） 

・目的や意図に応じて，内容の中

心を明確にして，詳しく書く。

（小５，６） 

＜中学校へのつながり＞ 
・論理の展開を工夫し，資料を適

切に引用するなどして，説得力

のある文章を書く。 

（中３） 

９年間の視点 

＜無解答率＞ 

・２.１％であり，Ｂ問題の中で４番目に高い。 

 

＜正答の条件＞ 

・選択肢４を選択している。 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」国語編 Ｐ４へ 

 【話合いの様子の一部】の★木村さんは，何のために

質問をしたと考えられますか。最も適切なものを，次の

１から４までの中からひとつ選んで，その番号を書きま

しょう。 

 

１ 発表の中で自分が聞きのがしたことをもう一度聞くため。 

２ 相手の考えの中で最も伝えたいことをたずねるため。 

３ 相手の考えとその理由のつながりを明らかにするため 

４ 具体的な例がほかにもあるかを確かめるため 

 星野さんは，「かみかみあえ」のむし歯を防ぐ効果に着目して【おすすめ

する文章】の      を書くことにしました。そこで，以前メモしてい

た【保健室の先生の話から分かったこと】を取り入れてくわしく書こうとし

ています。      に入る内容を，あとの条件に合わせて書きましょう。 

＜条件＞ 

○ 【紹介する文章】と【保健室の先生の話から分かったこと】から言葉や文

を取り上げて書くこと。 

○ 【おすすめする文章】にふさわしい言葉を用いて書くこと。 

○ 書き出しの言葉（「かみかみあえ」は，）に続けて，５０字以上，８０字以

内にまとめて書くこと。なお，書き出しの言葉は字数にふくむ。 

正答率 
81.9％ 

正答率 
12.9％ 
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(5) 小学校算数Ａ （全１４問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の児童ができている設問 
１(2) 針金０.４ｍと，０.４ｍの重さの６０ｇと，１ｍの重さが，それぞれ数直線上のどこに当てはまるかを選ぶ。 

【数と計算】〔71.3〕 

４(1) 面積がそろっている○アと○イの２つのシートの混み具合について，正しいものを選ぶ。【量と測定】〔90.0〕 

５(1) 角○いの角の大きさが，何度であるかを選ぶ【量と測定】 

５（１）角○いの角の大きさが，何度であるかを選ぶ【量と測定】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       1  0°  2  90°  3  180°  4 270°  5  360° 

＜正答の条件＞ 

・「３」と解答する。 

 

８ ２００人のうち８０人が小学生のとき，小学生の人数は全体の人数の 

何％かを選ぶ【数量関係】 

 

 

 

1 ０.４％  2  ２.５％  3 ４０％  4 ８０％ 

＜正答の条件＞ 

・「３」と解答する。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・基準量と比較量を正しく捉えることができず，「２００÷８０」と計算して２.５を選んで

いる。 

・０.４を選ぶなど，百分率を用いて表すことができていない。 

◆課題のみられた設問 
１(1) 針金０.２ｍの重さと針金０.１ｍの重さを書く【数と計算】【数量関係】〔58.9〕       

２ 答えが１２÷０.８の式で求められる問題を選ぶ【数と計算】〔36.5〕 

４(2) ○ウと○エの二つのシートの混み具合を比べる式の意味について，正しいものを選ぶ【量と測定】〔51.8〕 
７(2) 円の直径の長さが２倍になったとき，円周の長さが何倍になるかを選ぶ【図形】【数量関係】〔54.7〕 
８ ２００人のうち８０人が小学生のとき，小学生の人数は全体の人数の何％かを選ぶ【数量関係】 

 
＜小学校で身に付けさせたい力＞ 
・基準量と比較量を正しく捉え，割合
が比較量÷基準量で求めることが
できることを理解する。 

・基準量を１００として，それに対す
る割合で表す方法が百分率である
ことを理解する。 

 
＜中学校へのつながり＞ 
・数量の関係を文字式に表す。（中１） 
・相対度数の必要性と意味を理解す
る。（中１） 

９年間の視点 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」算数・数学編 Ｐ４へ 

＜無解答率＞ 
・３.１％であり，Ａ問題の中で２番目に高い。 

 

正答率 
94.4％ 

正答率 
53.5％ 
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(６) 小学校算数Ｂ （全１０問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の児童ができている設問 
１(1) 合同な正三角形で敷き詰められた模様の中から見いだすことができる図形として，正しいものを選ぶ。 

【図形】〔72.4〕 

２(1) 全体で使える時間の中で，「ルールの説明」に使える時間は何分かを書く【数と計算】【量と測定】【数量関係】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２(１) 全体で使える時間の中で，「ルールの説明」に使える時間は何分か 
を書く【数と計算】【量と測定】【数量関係】 

３(1) メモ１とメモ２はそれぞれ，グラフについてどのようなことに着目 
して書かれているかを書く【数量関係】 

 

＜正答の条件＞ 
・次の①と②の全てを書いている。 

 ① メモ１が１２月の人数に着目して書かれていることを表す言葉や数 

 ② メモ２が７月の人数と１２月の人数の差に着目して書かれていることを表す言葉や数 

＜多く見られた誤答例＞ 
・①，②のどちらかのみで，両方の条件について記述できていない。 

◆課題のみられた設問 
１(2) 一つの点の周りに集まった角の大きさの和が３６０°になっていることを書く【量と測定】【図形】〔46.1〕 
２(2) １回の玉入れゲームの時間を３分に最も近い時間にするための球を投げる時間を，表に整理して求める【数と

計算】【量と測定】【数量関係】〔44.7〕 
３(1) メモ１とメモ２はそれぞれ，グラフについてどのようなことに着目して書かれているかを書く【数量関係】 
３(2) 棒グラフと帯グラフから読み取ったことをまとめた文章に当てはまるものを選ぶ【数量関係】〔23.2〕 
５(1) 横の長さが７ｍの黒板に輪飾りをつけるために必要な折り紙の枚数が，１００枚あれば足りるわけを書く【数

と計算】【量と測定】〔40.8〕 
 

 

＜小学校で身に付けさせたい力＞ 

・複数の観点で示された情報とグ

ラフを関連付けて解釈する。 

（小３） 

 

＜中学校へのつながり＞ 

・資料を表やグラフに整理し，資

料の傾向を読み取る。（中１） 

９年間の視点 

＜無解答率＞ 
・１３.７％であり，Ｂ問題の中で２番目に
高い。 

 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」算数・数学編 Ｐ８へ 

＜正答の条件＞ 

・「5」と解答する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正答率 
72.0％ 

正答率 
18.4％ 
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(７) 小学校理科 （全１６問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の児童ができている設問 
１(1) 野鳥のひなの様子を観察するための適切な方法を選ぶ【生命】〔83.9〕 

１(3) 腕を曲げることのできる骨と骨のつなぎ目を表す言葉を書く【生命】〔84.3〕 

２(1) 流されてきた土や石を積もらせる水の働きを表す言葉を選ぶ【地球】〔83.1〕 

４(2) 海水と水道水を区別するために，2 つの実験方法から得られた結果を基に判断した内容を選ぶ【物質】  

４(2) 海水と水道水を区別するために，2 つの実験方法から得られた結果を 
基に判断した内容を選ぶ【物質】 

＜正答の条件＞ 

・「関節」又は「かん

せつ」又は「かん節」

又は「関せつ」と解

答している。 

４(3) 食塩を水に溶かした時の全体の重さを選ぶ【物質】 

海水と同じこさの食塩水をつくることにしました。 

 

 

４００ｍＬの水を用意して，１２ｇの食塩をとかすことにしました。 

そこで，できた食塩水の量をメスシリンダーではかってみると４０８ｍＬになっていま

した。 

 

 

このときにできた食塩水の重さはどうなっていますか。下の①から④までの中から１つ

選んで，その番号を書きましょう。 

 

 ①４００ｇになる。 ②４０８ｇになる。 ③４１２ｇになる。 ④４２０ｇになる。 

＜正答の条件＞ 

・「③ ４１２ｇになる。」を選択している。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・食塩水の体積が４０８ｍＬであることから，食塩水の重さを，「② ４０８ｇになる。」

を選択している。 

◆課題のみられた設問 
２(3) 流れる水の働きで，一度に流す水の量と棒の様子との関係から大雨が降って流れる水の量が増えた時の地面の削

られ方を選び，選んだわけを書く【地球】〔19.9〕       

３(2) 電流の流れ方について，他者の予想を基に，検流計の針の向きと目盛りを選ぶ【エネルギー】〔46.0〕 

３(3) 電流の向きと大きさについて，実験結果から考え直した内容を選ぶ【エネルギー】〔56.7〕 

３(4) 目的の時間帯にモーターを回すため，太陽の動きに合わせ，箱の中の光電池の置き方を選ぶ【エネルギー】〔41.5〕 

４(3) 食塩を水に溶かした時の全体の重さを選ぶ【物質】 

４(4) 食塩水を熱したときの食塩の蒸発について，実験を通して導きだす結論を書く【物質】〔38.4〕 

 

＜小学校で身に付けさせたい力＞ 

・物が水に溶けても，水と物とを合わせ

た重さは変わらないという物の溶け方

の規則性について理解する。（小５） 

・学習を通して獲得した知識を実際の自

然や日常生活に適用する。 

 

＜中学校へのつながり＞ 

・質量パーセント濃度の意味を理解し，

溶質，溶媒，溶液の質量を求める計算

をする。（中１） 

９年間の視点 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」理科編 Ｐ６へ 

【たかしさんのまとめ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【たかしさんのまとめ】に書かれている「うでをまげたりすることができる骨と骨のつなぎ目」のこ
とを何といいますか。そのことばを書きましょう。 

＜鳥のつばさと人の手やうでのつくり＞ 
同じところ 
○つばさやうでのつけ根からのびる骨は 1 本で，その骨から2 本の骨がつながっている。 
○鳥のつばさにも人のうでにも，つばさを折りたたんだりうでを曲げたりすることができる骨と骨
のつなぎ目がある。 

ちがうところ 
○骨の数は，鳥より人のほうが多い。 
○骨と骨のつなぎ目の数は，鳥より人のほうが多い。 

海水４００ｍＬには１２ｇの食塩がとけているそうだよ。 

これだと海水４０８ｍＬに１２ｇの食塩がとけていることになって，海水

と同じこさになっていないね。 

正答率 
88.2％ 

正答率 
35.9％ 
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 (8) 中学校国語Ａ （全３２問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の生徒ができている設問 
１ 話の論理的な構成や展開などに注意して聞く【話すこと・聞くこと】  
２一 書こうとする事柄のまとまりや順序を考えて文章を構成する【書くこと】  
３一 文脈の中における語句の意味を理解する【書くこと】  
３二 場面の展開や登場人物の描写に注意して読み，内容を理解する【書くこと】  
７一 語句の辞書的な意味を踏まえて文脈上の意味を捉える【書くこと】  
７二 接続詞の働きについて理解する【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】  

８一 文脈に即して漢字を正しく書く『タバねる』【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】  
８二１，２，３ 文脈に即して漢字を正しく読む『模型』『凍る』『磨く』【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事

項】 
８三イ，ウ，キ 語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う『習性』『おっしゃった』『一方』【伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項】  
８四１ 慣用句の意味を理解する【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】  

８六１ 古典の文章と現代語訳とを対応させて内容を捉える【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】  

８六３ 古典に表れたものの見方や考え方を理解する【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】  

９二 文脈に即して漢字を正しく読む『模型』『凍る』『磨く』【伝統 
的な言語文化と国語の特質に関する事項】 

 

次の１から３までの文中の―――線部の漢字の正しい読みをひらが

なでていねいに書きなさい。 

 

１ 模型を作る。  

２ 池の水が凍る。 

３ 技を磨く。 

＜正答の条件＞ 

・１「もけい」，２「こお」，３「みが」

と記述している。 

８四２ 目的に応じて文の成分の順序や照応，構成を考えて適切な文を書く 

【伝統的な言語文化と国語の特質に関わる事項】 
 

四１ 「心を打たれる」の意味として最も適切なものを，あとの１

から４までの中からひとつ選びなさい。 

 

  １ 遠慮する。 

  ２ 感動する。 

  ３ ひとつのことに集中する。 

  ４ あれこれと心配する。 

 

四２ 「心を打たれた。」を文末に用いた一文を書きなさい。なお，

「心を打たれた」の主語を明らかにした上で，「誰（何）」の「どの

ようなこと」に「心を打たれた」のかが分かるように書くこと。 

＜正答の条件＞ 

・次の条件を満たして解答している。 

①「心を打たれた」の正しい意味を理解している。（設問四１で正答している） 
②「心を打たれた」の主語を明確にしている。 
③「誰（何）」のことに「心を打たれた」のかが分かるように書いている。 
④「どのようなこと」に「心を打たれた」のかが分かるように書いている。 
⑤一文で書いている。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・「心を打たれた」の主語を明確にして書いていない。 

◆課題のみられた設問 
５二 文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉える【読むこと】  

８三エ 

８四２

８五 行書の基礎的な書き方を理解して書く【伝統的な言語文化と国語の特質に関わる事項】  

 

＜小学校からのつながり＞ 
・文章の中の主語と述語との関係に注意

する。（小１，２） 

・文章の中での語句と語句との関係を理

解して書く。（小３，４） 

＜中学校で身に付けさせたい力＞ 

・目的に応じて，文の成分の順序や照応，

文の構成等について考えて，適切な文

を書く。（中２） 

・慣用句・四字熟語などに関する知識を

広げ，語彙を豊かにする。（中３） 

９年間の視点 

正答率 
1 95.2％ 
2 98.3％ 
3 99.1％ 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」国語編 Ｐ１１へ 

＜無解答率＞ 

・５.４％であり，Ａ問題の中で６番目に高い。 

 

正答率 
22.3％ 
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(9) 中学校国語Ｂ （全９問） 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の生徒ができている設問 
２一 質問の意図を捉える【話すこと・聞くこと】  

２二 話の展開に注意して聞き，必要に応じて質問する【話すこと・聞くこと】 

２二 話の展開に注意して聞き，必要に応じて質問する【話すこと・聞くこと】 

 

 

 

＜正答の条件＞ 

・次の条件を満たして解答している。 

 ①資料の内容や【発表・質問の場面の

一部】の山川さんの発表に関する適

切な質問を書いている。 

 ②南さんと大野さんの質問と重なら

ない質問を書いている。 

③実際に話すように書いている。 

１三 目的に応じて文章を読み，内容を整理して書く【書くこと】【読むこと】 

 

＜正答の条件＞ 
・次の条件を満たして記述している。 

 ① 以下の a，b のうち，ひとつ以上の内容を適切に取り上げて書いている。 

  a 「してはならないこと」という意味を表す際に，現在は「無用」以外の表現を用いるように

なっている。 

  b 「無用」という言葉に「してはならないこと」という意味での使い方があること自体が，分

かりにくくなっている。 

 ② 以下の a，b のうち，ひとつ以上の内容を適切に取り上げて書いている。 

  a 「天地無用」には，「逆にする」に当たる内容が省略されている。 

  b 「逆にすること」に気付かないと，「天地無用」の「無用」の意味を，「してはならないこと」

以外の意味で捉えてしまう。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・文章中の表現を用いて書いているが，目的に応じて文章を読み，必要な内容を捉えていない。 

・目的に応じて，文章の内容の一部を捉えることはできているが，必要かつ十分な内容を捉えていな

い。 

◆課題のみられた設問 
１一 文章とグラフとの関係を考えながら内容を捉える【読むこと】  

１三 目的に応じて文章を読み，内容を整理して書く【書くこと】【読むこと】

２三 全体と部分との関係に注意して相手の反応を踏まえながら話す【話すこと・聞くこと】  

３三 

 

＜小学校からのつながり＞ 

・目的に応じて，文章の内容を

的確に押さえて要旨を捉え

る。（小５，６） 

＜中学校で身に付けさせたい力＞ 

・文章の中心的な部分と付加的

な部分とを読み分け，目的や

必要に応じて要約したり要

旨を捉えたりする。（中１） 

９年間の視点 

＜無解答率＞ 

・９.０％であり，B 問題の中で２番目に

高い。 

 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」国語編 Ｐ６へ 

南さんと大野さんに続いて，あな

たが山川さんに質問するとしたら，

どのような質問をしますか。実際に

話すようにひとつ書きなさい。 

 文章を読んで，「天地無用」という言葉を見たときに誤った意味で解釈してし

まう人がいる理由を書きなさい。 

 

＜無解答率＞ 

・８.７％であり，Ｂ問題の中で３番目に

高い。 

正答率 
85.5％ 

正答率 
16.0％ 
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 (10) 中学校数学Ａ （全３６問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の生徒ができている設問 
１(1) 数直線上の点が表す負の整数の値を読み取る【数と式】〔93.6〕 

２(2) ６ａ2ｂ÷３ａを計算する【数と式】〔90.6〕         ３(2) 比例式ｘ：２０＝３：４を解く【数と式】〔84.3〕 

４(1) ひし形が線対称な図形か点対称な図形か選ぶ【図形】〔73.5〕 

５(3) 与えられた円柱の見取図から，その円柱の投影図を選ぶ【図形】 

5(3) 与えられた円柱の見取図から，その円柱の投影図を選ぶ【図形】 

 下の図は，円柱の見取り図です。 

この円柱の投影図が，右のアからエ 

までの中にあります。それを１つ選 

びなさい。 

 

 

 

 

 

９(3) 反比例のグラフから表を選ぶ【関数】 

 次の図の曲線は，反比例のグラフを 

表しています。このグラフについて， 

ｘとｙの関係を示した表が，右のア～ 

エまでの中にあります。それを１つ選 

びなさい。 

 

 

 

 

 

 

＜正答の条件＞ 

・「ウ」と解答する。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・反比例を，ｘの値が１ずつ増加するとｙの値は一定の割合で増加（減少）する関係と捉えて

いる。 

◆課題のみられた設問 
１(2) 絶対値が６である数を書く【数と式】〔60.3〕       １(3) ２×(－５２)を計算する【数と式】〔60.1〕 
１(4) 気温が何度高くなったかを求める式を選ぶ【数と式】〔53.0〕２(1) 数量の大小関係を不等式で表す【数と式】〔38.8〕 
２(4) 等式Ｓ＝１／２ａｈをａについて解く【数と式】〔47.6〕  ４(2) 折り目の線を作図するための線を選ぶ【図形】〔55.6〕 

５(4) 底面の四角形が合同で高さが等しい四角柱と四角錐の体積の関係について，正しいものを選ぶ【図形】〔55.2〕       
８ 対頂角は等しいことの証明について正しい記述を選ぶ【図形】〔46.1〕 
９(2) 比例のグラフから，ｘの変域に対応するｙの変域を求める【関数】〔53.9〕 

９(3) 反比例のグラフから表を選ぶ【関数】             11(2) 一次関数ｙ＝－２ｘ＋６が表すグラフを選ぶ【関数】〔55.6〕 
12 歩いた道のりと，残りの道のりの関係について，正しい記述を選ぶ【関数】〔32.5〕 
15(1) １枚の硬貨を多数回投げたときの表が出る相対度数の変化の様子について，正しい記述を選ぶ【資料の活用】〔37.3〕     

15(2) 大小２つのサイコロを同時に投げるとき，和が８になる確率を求める【資料の活用】〔65.8〕 

 

＜小学校からのつながり＞ 

・伴って変わる二つの数量の関係を表

やグラフ用いて表し調べる。（小４） 

・表を用いて，伴って変わる二つの数

量の関係を考察する。（小５） 

・反比例の関係について知る。（小６） 

 

＜中学校で身に付けさせたい力＞ 

・反比例を表，式，グラフなどで表し，

それらの特徴を理解する。（中１） 

９年間の視点 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」算数・数学編 Ｐ１２へ 

＜正答の条件＞ 

・「ウ」と解答する。 

 

正答率 
80.5％ 

正答率 
50.4％ 
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 (11) 中学校数学Ｂ （全１４問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の生徒ができている設問 
２(1) 「はじめの数」から４をひき，３をかけ，はじめの数をたす計算において，はじめの数が１０のときの計算結

果を求める【数と式】〔86.8〕 

３(1) 列車の運行の様子が直線で表されていることの前提となっている事柄を選ぶ【関数】 

３(1) 列車の運行の様子が直線で表されていることの前提となっている 

事柄を選ぶ【関数】 

 太一さんは，自分の地域を 

走る列車の写真を撮影し，紹 

介しようと考えています。そ 

こで，ダイヤグラムを参考に 

して，撮影計画を立てること 

にしました。 

 ダイヤグラムとは，右のよ 

うに，横軸を時刻，縦軸をあ 

る駅からの道のりとし，駅と 

駅の間の列車の運行の様子を 
直線で表したものです。                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜正答の条件＞ 

・「ア」と解答する。 

 

４(1) 証明されたことから，新たに分かることを選ぶ【図形】 

優花さんは，次の問題を解きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜正答の条件＞ 
・「ア」と解答する。 

 

＜多く見られた誤答例＞ 
・問題の仮定や証明の過程で根拠として用いられた性質を，新たに分かる性質 

であると捉えている。 

◆課題のみられた設問 
１(1) アンケート調査で，全校生徒に対する上位４曲を回答した生徒数の割合を求める  
１(2) 放送計画で，Ａ～Ｄの上位４曲のうち，１日目がＡ，２日目がＢになる確率を求める【資料の活用】〔42.1〕 
１(3) １年生のみの解答用紙によるくじ引きの方が曲Ｆが選ばれやすいことの理由を説明する【資料の活用】〔32.3〕 
２(2) はじめの数にどんな整数を入れても，計算結果はいつでも４の倍数になる説明を完成する【数と式】〔34.0〕 
３(3) 列車アが通ってから列車エが通るまでの時間をグラフから求める方法を説明する【関数】〔11.2〕 
４(1) 証明されたことから，新たに分かることを選ぶ【図形】 
４(2) 四角形ＥＢＦＤが平行四辺形となることの証明を完成する【図形】〔39.7〕 
４(3) 正方形ＡＢＣＤに変えたときの四角形ＥＢＦＤがどのような四角形になるかを説明する【図形】〔40.2〕 
５(1) ｓ社の団体料金が通常料金の何％引きになっているかを求める式を書く  
５(2) 団体料金の１０人分が通常料金の何人分に当たるかを求める計算を解釈し，説明する

 

＜小学校からのつながり＞ 

・平行四辺形の性質について理解す

る。（小４） 

・図形の合同について理解する。 

（小５） 

・演繹的に考え，説明する。（小５） 

 

＜中学校で身に付けさせたい力＞ 

・証明を読んで新たな性質を見いだ

す。（中２） 

・証明の仮定と，証明の過程で用いた

事実や得られた結論を整理して捉

える。（中２） 

９年間の視点 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」算数・数学編 Ｐ１８へ 

優花さんの証明では，四角形ＥＢＦＤ

の対角線がそれぞれの中点で交わるこ

とから，四角形ＥＢＦＤは平行四辺形で

あることを証明しました。四角形ＥＢＦ

Ｄが平行四辺形であることから新たに

わかることを，下のアからエまでの中か

ら１つ選びなさい。 
 
ア ＥＢ＝ＦＤ 
イ ＥＤ＝ＥＦ 
ウ ＯＥ＝ＯＦ 
エ ＡＥ＝ＣＦ 

正答率 
69.3％ 

正答率 
50.2％ 
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(12) 中学校理科 （全２７問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇相当数の生徒ができている設問 
２(1) 魚屋の商品の中から軟体動物を２種類選ぶ【生物】〔8８.5〕 

２(2) ［低い濃度］２つの水溶液から濃度が低いものを選ぶ【化学】〔7８.0〕 

２(3) アサリが出す砂の量は明るさと関係があるかの実験の考察として適切な言葉を選ぶ。【生物】〔7８.3〕 

６(3) 自転車の豆電球とＬＥＤのライトを明るくした時などの電力は大きいか小さいかを選ぶ【物理】〔90.8〕 

７(3) 地震を太鼓をたたく行為に例えると，Ｓ波が届くことは太鼓の何が届くことかを書く【物理・地学】 

８(1) アルミニウムの原子の記号を選ぶ【化学】〔86.0〕  

９(1) 植物の葉などから水蒸気が出る働きを何というかを選ぶ【生物】〔8９.７〕 

７(3) 地震を太鼓をたたく行為に例えると，Ｓ波が届くことは太鼓の何が 
届くことかを書く【物理・地学】 

＜正答の条件＞ 

・伝わる速さの差が

引き起こす事象と

して，音（音色，

音響），音波（波，

縦波），振動（震動，

震え，揺れ，響き）

のどれかを記述し

ている。 

１(1) テレプロンプター（半透明の板）に文字を正しく映すためのタブレットを 

選ぶ【物理】 

図 1 

 

 

 

 

 

図 1 のように「あ」を半透明な板に表示したとき，タブレット型コンピュータの画面と

して適切なものを，下のアからエまでの中から１つ選びなさい。 

＜正答の条件＞ 

・「イ」を選択している。 

＜多く見られた誤答例＞ 
・「ウ」を選択している。  ・「エ」を選択している。 

◆課題のみられた設問 
１(1) テレプロンプター（半透明の板）に文字を正しく映すためのタブレットを選ぶ【物理】 
３(1) 台風の資料から予想し，家で観測される風向きを選ぶ【地学】〔36.8〕 
３(3) 台風の進路のシミュレーションから，台風の進路に影響を与えるものは何かを書く【地学】〔47.2〕 

４(2) ガスバーナーの空気の量を変えたときの様子を調べる実験において，変えない条件を書く【化学】〔40.8〕 
４(3) 化学反応式を見直して，修正したモデルを書く【化学】〔49.4〕 
７(1) 「地震の揺れの強さ」及び「Ｓ波による揺れ」を何というか選ぶ【地学】〔49.9〕 
９(2) 鉢植えの植物が入った密閉した容器の湿度が上昇した原因は，蒸散以外に何が考えられるかを書く【生物】〔19.1〕 

 

＜小学校からのつながり＞ 

・日光は直進し集めたり反射させたりでき

ることについて理解する。（小３） 

・ものに日光を当てると，物の明るさや暖

かさが変わることについて理解する。

（小 3） 

・学習を通して獲得した知識を実際の自然

や日常生活に適用する。 

＜中学校で身に付けさせたい力＞ 

・光の反射や屈折の実験を行い，光が水や

ガラスなどの物質の境界面で反射，屈折

するときの規則性を見いだして理解す

る。（中１） 

９年間の視点 

本課題の改善策については， 
「指導の改善策」理科編 Ｐ１０へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上の表の Ｘ に適する語句を１つ書きなさい。 

 
緊急地震速報は，Ｐ波とＳ波

の伝わる速さの違いを利用して

います。ところで，体育大会で

太鼓をたたく動きを離れたとこ

ろから観察すると，動きに対し

て音が遅れて聞こえるのを経験

したことがありませんか。 

地震と太鼓を関連付けて考え

てみましょう。 

正答率 
94.4％ 

正答率 
55.6％ 
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児童生徒に対する質問紙調査の全質問項目（小学校６２，中学校５９）について，国立

教育政策研究所の報告書では，質問項目を８つに分類していますが，この国立教育政策研

究所の分類と本市の確かな学力育成プランの３つのカテゴリー（「授業改善」「落ち着いた

学習環境づくり」「望ましい習慣づくり」）との関連付けを図り，下の表のように整理しま

した。 

カテゴリー 国立教育政策研究所の分類 質問番号 

１ 授業改善 

主体的・対話的で深い学びの視点

からの授業改善に関する取組状況 

小 ５５～５７（３問） 

中 ５２～５４（３問） 

学習に対する興味・関心や授業の

理解度等（理科） 

小 ３８～５４（１７問） 

中 ３８～５１（１４問） 

学習に対する興味・関心や授業の

理解度等（算数・数学） 

小 ２７～３７（１１問） 

中 ２７～３７（１１問） 

地域や社会に関わる活動の状況等 小 １９～２６（８問） 

中 １９～２６（８問） 

各教科の調査時間の適切性 小 ５８～６２（５問） 

中 ５５～５９（５問） 

２ 落ち着いた学 

習環境づくり 

規範意識，自己有用感等 小 １～６（６問） 

中 １～６（６問） 

３ 望ましい習慣 

づくり 

学習習慣等 小 １０～１５（６問） 

中 １０～１５（６問） 

基本的生活習慣等 小 ７～９，１６～１８（６問） 

中 ７～９，１６～１８（６問） 

 

質問項目に「している」「どちらかといえばしている」など，肯定的な回答をした児童

生徒の割合が８０％以上のものを「肯定的な回答が高い割合を示した質問事項」とし，肯

定的な回答が６０％未満のものを「肯定的な回答が低い割合を示した質問事項」として整

理しました。 

 

教科に関する調査結果における正答率の高い児童生徒（Ｕ層）とそれ以外の児童生徒（Ｅ

層）の質問紙調査の回答状況を比較し，各教科の正答率と学習状況・生活習慣との相関関

係を分析しました。 

３ 学習習慣・生活習慣の概要 

(1) 質問項目の分類の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(2) 分析結果の整理 
 

 

 

 

 
 

(3) クロス集計 
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(4) 旭川の子どもたちの概況 

 

 

小学生 

中学生 

●家で宿題に取り組んで

いるよ！ 

●毎日，同じくらいの時

刻に起きているよ！ 

■先生は，よいところを認めてくれる

よ！ 

■学校の規則を守っているよ！ 

■いじめはどんな理由があってもいけ

ないことだと思うよ！ 

■人の役に立ちたいと思っているよ！ 

◆ニュース番組やインターネットのニュースを見ているよ！ 

 

◆学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深

めたり，広げたりしているよ！ 

◆ニュース番組やインターネットのニュースを見ているよ！ 

●家で宿題に取り組んで

いるよ！ 

●毎日，同じくらいの時

刻に起きているよ！ 

 

■先生は，よいところを認めてくれ

るよ！ 

■学校のきまりを守っているよ！ 

■いじめはどんな理由があってもい

けないことだと思うよ！ 

■人の役に立ちたいと思ってるよ！ 

◆算数や理科の勉強は大切

だと思うよ！ 

◆算数の授業で問題の解き

方や考え方が分かるよう

にノートに書いている

よ！ 

◆理科の授業で観察や実験

を行うことが好きで，そ

の結果から分かることを

考えているよ！ 

◆算数の授業で新しい問題に出合ったとき，それ

を解いてみたいとあまり思わないよ。 

◆理科の授業で，自分の考えをまわりの人に説明

したり発表したりあまりしていないよ。 

●学校の授業時間以外に，あまり読書をしていな

いよ。 

◆資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表す

ることは得意ではないよ。 

◆数学や理科の授業で学習したことを普段の生活

で活用できないか，あまり考えていないよ。 

●家で，自分で計画を立てて勉強をあまりしてい

ないよ。 

◆数学の勉強は大切だと

思うよ！ 

◆観察や実験を行うこと

が好きだよ！ 

◆数学の授業で問題の解

き方や考え方が分かる

ようノートに書いてい

るよ！ 

◆理科の授業で，観察や

実験の結果をもとに考

察しているよ！ 

○授業改善 → ◆ 
○落ち着いた学習環境づくり → ■ 
○望ましい習慣づくり → ● 



- 16 - 
 

○ 算数や理科の勉強は大切だと思いますか（算数：９３.８％，理科：８６.４％） 

○ 算数の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか（９１.６％）  

○ 理科の授業の内容はよく分かりますか（９２.２％） 

○ 観察や実験を行うことは好きですか（９１.９％） 

○ ５年生のとき，理科の授業がおもしろいと思いましたか。（９０.８％） 

 

(5) 小学校  

①「授業改善」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考

えを深めたり，広げたりすることができていると思いま

すか。 

 

 

○ 算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノ

ートに書いていますか。 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ ５年生までに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思いますか。 

 

 

 

  

 

 

○ 各教科の調査時間の適切性に関わる質問項目を除き，３９質問項目中，１７項目において肯定的な回答が

高い割合を示しました。一方，「理科の授業で，自分の考えをまわりの人に説明したり発表したりしていま

すか」などの７項目において，肯定的な回答が低い割合を示しました。 

○ 3 年間の経年比較では，２項目において肯定的な回答が増加傾向にありました。一方，「算数の授業で新

しい問題に出合ったとき，それを解いてみたいと思いますか」などの４項目において，肯定的な回答が減少

傾向にありました。 

○ 正答数の多い児童は，「課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいる」，「学級の友達との

間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができている」などと思っている割

合が高い傾向にあります。  

分析結果 

 

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目 

 

肯定的な回答が特に増加傾向にある質問項目 

正答数の多い児童（Ｕ層）とそれ以外の児童（Ｅ層）とのクロス集計 

１ 当てはまる                 ２ どちらかといえば，当てはまる   

３ どちらかといえば，当てはまらない      ４ 当てはまらない 

詳細は，「指導の改善策」学習習慣・生活習慣編 Ｐ１５へ 

34.9  

28.0  

26.4  

45.9  

42.5  

43.0  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ３０本市 

Ｈ２９本市 

Ｈ２８本市 

1.そう思う 2.どちらかといえば，そう思う 

3.どちらかといえば，そう思わない 4.そう思わない 

その他 無回答 

61.4  

60.2  

58.6  

26.6  

27.4  

29.0  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ３０本市 

Ｈ２９本市 

Ｈ２８本市 

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 

3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない 

その他 無回答 
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 ②「落ち着いた学習環境づくり」について 
 

 

 

 

 

 

 

○ 学校のきまりを守っていますか 

○ 自分には，よいところがあると思いますか。 

 

 ③「望ましい習慣づくり」について 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

○ 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 

 

 

○ 学校の授業時間以外に，普段，１日当たりどれくらいの

時間勉強をしますか。（１時間以上） 

 

 

 

○ １０質問項目中（※），４項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。一方，１項目「学

校の授業時間以外に，普段，１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか」において，肯定的な回

答が低い（１日３０分未満）割合を示しました。 

○ ３年間の経年比較では，４項目において肯定的な回答が増加傾向にありました。一方，１項目「朝

食を毎日食べていますか」において，肯定的な回答が減少傾向にありました。 

分析結果 

 

○  家で，学校の宿題をしていますか（9６.１％） 

○ 朝食を毎日食べていますか（9１.９％） 

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目 

肯定的な回答が特に増加傾向にある質問項目 

○ 学校のきまりを守っていますか（９０.９％） 

○ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか（9８.７％） 

○ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか（9５.６％） 

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目 

 

※ このカテゴリーに該当する質問項目

は１２項目ありますが，2 項目の回 

答については，選択肢が「何をして

過ごすか」となっており，肯定的か

否かという観点から整理できない質

問項目となっているため，それらを

除き，１０質問項目としています。 

肯定的な回答が特に増加傾向にある質問項目 

詳細は，「指導の改善策」学習習慣・生活習慣編 Ｐ２５へ 

詳細は，「指導の改善策」学習習慣・生活習慣編 Ｐ２８へ 

 

 

○ ６質問項目中，６項目全てにおいて肯定的な回答が高い割合を示し，肯定的な回答が低い割合を示

す項目はありませんでした。 

○ ３年間の経年比較では，「自分にはよいところがあると思いますか」の１項目において肯定的な回答

が増加傾向にあり，肯定的な回答が減少傾向にある項目はありませんでした。 

分析結果 

 

41.2  
37.4  
35.4  

43.2  
40.5  

41.3  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ３０本市 

Ｈ２９本市 

Ｈ２８本市 

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 3.どちらかといえば，当てはまらない 

4.当てはまらない その他 無回答 

33.1  

32.8  

31.4  

39.6  

37.9  

35.1  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ３０本市 

Ｈ２９本市 

Ｈ２８本市 

1.している 2.どちらかといえば，している 3.あまりしていない 

4.全くしていない その他 無回答 

5.4  

6.4  

5.3  

14.2  

12.2  

11.8  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ３０本市 

Ｈ２９本市 

Ｈ２８本市 

1.３時間以上 2.２時間以上，３時間より少ない 3.１時間以上，２時間より少ない 

4.３０分以上，１時間より少ない 5.３０分より少ない 6.全くしない 

その他 無回答 
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○ 数学ができるようになりたいと思いますか（９２.８％）  

○ 理科の授業では，理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか（９５.２％）※月１回以上 

 

 (6) 中学校 

①「授業改善」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 数学の授業の内容はよく分かりますか。 

 

  

 

○ １，２年生のときに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいたと思いますか。 

 

 

 

  

 
 

 

 

○ 各教科の調査時間の適切性に関わる質問項目を除き，３６質問項目中，７項目において肯定的な回

答が高い割合を示しました。一方，「自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，

資料や文章，話の組立などを工夫して発表していたと思いますか」などの１４項目において，肯定的

な回答が低い割合を示しました。 

○ 3 年間の経年比較では，１項目において肯定的な回答が増加傾向にありました。一方，「数学の勉強

は好きですか」，「新聞を読んでいますか」の２項目において，肯定的な回答が減少傾向にありました。 

○ 正答数の多い生徒は，「課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいる」，「学級の友達

との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができている」などと思

っている割合が高い傾向にあります。  

分析結果 

 

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目 

 

肯定的な回答が特に増加傾向にある質問項目 

正答数の多い児童（Ｕ層）とそれ以外の児童（Ｅ層）とのクロス集計 

１ 当てはまる                 ２ どちらかといえば，当てはまる   

３ どちらかといえば，当てはまらない      ４ 当てはまらない 

詳細は，「指導の改善策」学習習慣・生活習慣編 Ｐ３５へ 

28.7  

34.0  

33.7  

39.4  

33.4  

33.2  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ３０本市 

Ｈ２９本市 

Ｈ２８本市 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 

3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない 

その他 無回答 
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②「落ち着いた学習環境づくり」について 
 

 

 

 

 

 

 

○ 学校のきまりを守っていますか 

○ 自分には，よいところがあると思いますか。 

 

  ③「望ましい習慣づくり」について 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

○ 家で，学校の宿題をしていますか 

 

 

○ 家の人と学校での出来事について話をしますか 

 

 

 

 

○ １０質問項目中（※），３項目において肯定的な回答が高い割合を示しました。一方，「家で，自分

で計画を立てて勉強をしていますか」などの３項目において，肯定的な回答が低い割合を示しました。 

○ ３年間の経年比較では，４項目において肯定的な回答が増加傾向にありました。一方，１項目「朝

食を毎日食べていますか」において，肯定的な回答が減少傾向にありました。 

分析結果 

 

○  家で，学校の宿題をしていますか（9１.３％） 

○ 朝食を毎日食べていますか（9０.８％） 

○ 毎日，同じくらいの時刻に起きていますか（９１.５％） 

 

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目 

肯定的な回答が特に増加傾向にある質問項目 

○ 学校の規則を守っていますか（９５.１％） 

○ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか（9６.９％） 

○ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか（9５.７％） 

肯定的な回答が特に高い割合を示した質問項目 

 

※ このカテゴリーに該当する質問項目

は１２項目ありますが，2 項目の回 

答については，選択肢が「何をして

過ごすか」となっており，肯定的か

否かという観点から整理できない質

問項目となっているため，それらを

除き，１０質問項目としています。 

肯定的な回答が特に増加傾向にある質問項目 

詳細は，「指導の改善策」学習習慣・生活習慣編 Ｐ４４へ 

詳細は，「指導の改善策」学習習慣・生活習慣編 Ｐ４７へ 

 

 

○ ６質問項目中，４項目において肯定的な回答が高い割合を示し，肯定的な回答が低い割合を示す項

目はありませんでした。 

○ ３年間の経年比較では，「自分にはよいところがあると思いますか」，「学校の規則を守っていますか」

の２項目において肯定的な回答が増加傾向にあり，減少傾向にある項目はありませんでした。 

分析結果 

 

34.5  
27.3  
28.2  

43.1  
40.6  
38.8  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ３０本市 

Ｈ２９本市 

Ｈ２８本市 

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 
3. どちらかといえば，当てはまらない 4. 当てはまらない 
その他 無回答 

45.6  

45.6  

45.5  

30.9  

29.4  

27.8  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ３０本市 

Ｈ２９本市 

Ｈ２８本市 

1. している 2. どちらかといえば，している 3. あまりしていない 

4. 全くしていない その他 無回答 

66.2  

65.1  

63.4  

25.1  

24.3  

24.7  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｈ３０本市 

Ｈ２９本市 

Ｈ２８本市 

1. している 2. どちらかといえば，している 3. あまりしていない 

4. 全くしていない その他 無回答 



おわりに

本報告書で示した各教科の「課題の見られた設問」や「分析結果」等に対

する改善の方策については，別冊の「指導の改善策」に整理しました。指導

の改善策には，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の視点や，

９年間で身に付けさせたい力を明らかにするなどの小中連携・一貫教育の視

点も加えております。

各学校においては，本報告書及び指導の改善策を踏まえ，自校の結果を分

析し改善策を明らかにした上で，保護者等に説明責任を果たすとともに，児

童生徒の学力向上に向けて，組織的な検証改善サイクルを確立することが大

切です。

教育委員会といたしましても，各学校の取組に対し，引き続き，指導・助

言や支援に努めてまいります。

なお，この度作成しました「指導の改善策」及び「旭川市学力向上学習プ

リント集」については，旭川市授業力向上プロジェクトの各チームに御協力

いただいており，旭川市の児童生徒の実態をより踏まえた内容であると考え

ております。

作成に御協力いただいた旭川市授業力向上プロジェクト各チームの皆様に

心から感謝申し上げます。

「指導の改善策」及び「旭川市学力向上学習プリント集」作成協力者

旭川市授業力向上プロジェクト
国語チーム 算数・数学チーム
委 員 長：菅原 整（明星中校長） 委 員 長：千葉 雅樹（春光台中校長）
副委員長：千葉 昌之（知新小教頭） 副委員長：武田 要（末広小教頭）
委 員：石川 憲一（大有小主幹教諭） 委 員：髙綱 智美（明星中主幹教諭）

石塚 大輔（旭川第三小教諭） 長瀬 剛仁（近文小主幹教諭）
岩城 卓也（忠和中教諭） 萬宮 淳（愛宕小主幹教諭）
狩集 慶一（緑が丘中教諭） 岡田 哲（緑が丘中教諭）
久世 隆治（北門中教諭） 角地 祐輔（東陽中教諭）
渡辺 恭平（大有小教諭） 櫻井 里佳（知新小教諭）

須郷 純弥（北鎮小教諭）
早川 裕章（神居東中教諭）
沼澤 和範（中央中教諭）

理科チーム 学習習慣・生活習慣改善チーム
委 員 長：西分 健二（末広小校長） 委 員 長：佐藤 美鶴（永山西小教頭）
副委員長：五十嵐 徹（愛宕東小教頭） 副委員長：中島 圭介（東栄小教頭）
委 員：成田 恵（東光小主幹教諭） 委 員：蝦名 伸也（永山南中主幹教諭）

新井 崇仁（愛宕中教諭） 太田 貴幸（忠和小主幹教諭）
加藤 久貴（大有小教諭） 齋藤 知尋（愛宕東小主幹教諭）
川村 貴弘（大有小教諭） 桝本 智史（西御料地小主幹教諭）
栄 耕平（東明中教諭） 澁谷 朋美（神居中教諭）
進藤 貴史（明星中教諭）
中野 健（永山小教諭）
藤橋 真臣（永山南小教諭）
松浦 勲（西神楽中教諭）

（五十音順，敬称略，職名は平成３０年１０月現在）


